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　　主　　題（2017 ／ 2018）
国 際 会 長　　「ともに、光の中を歩もう」　　　　　　　　　　　　　　
ア ジ ア 会 長　　「ワイズ運動を尊重しよう」　
西 日 本 区 理 事　　2022 年に向けて「心身の健康づくりから、クラブの健康づくりへ」
中 部 部 長　　「愛し合い、助け合い、心はいつも青春」
名古屋クラブ会長　　「ワイズは楽しく、有意義に」

2017 〜 2018　5 月号　(No853）

在　　籍	 24 名
第 1例会	 17 名
　　メネット	 3 名
ゲスト・ビジター 	 0 名
第 2例会	 8 名
　　メネット	 名
　　ゲスト	 名
メーキャップ	 0 名
出席率	 70%
メネット会	 名
　　ゲスト	 名

4月クラブ出席 B　　　F

切手	 0pt

現金	 0pt

小計	 0pt

切手	 716pt

現金	 0pt

合計	 716pt

4
　
月

累
計
（
7
〜
4
月
）

伊左治	 ◯

尾　関	 　

小　尾	 　

可　知	 　

川　口	 ◯

川　本	 ◎

河　部	 ◎

鬼　頭	

木　本	 ◯

久保田	 　

塩　田	 ◎

鈴木（貞）	 ◯

鈴木（学）	 ○

相　馬	 ◎

谷　川	 ◯

常　川	 ◯

寺　田	

中　村	 　

西　村	 ◯

平　野	 ◎

広　瀬	 ◎

深　谷	 ◎

義　井	 ◯

渡　辺	 ◎

4　月　　個　人　出　席 第 1 例会（4/10）	
　　　　（メネット）	 伊左治　尾関　長井　
　
日本語学校開所式（3/31）
　　　　	 川本　中村　西村　深谷　渡辺　　　　

第　2　例　会
と　き︰ 2018 年 5月 15日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：6月例会　　その他

　７０周年記念例会は盛会のうちに無事終えることが出来まし

た。みんなでやったと言う達成感、若手の貢献、７０年の歴史

の重みを感じることが出来た良い周年例会だったと思います。

では、多くのワイズメンに来て祝っていただいた意義は何だっ

たのでしょうか？　ＹＭＣＡのサポート団体として、あるいは

地域社会への奉仕団体として、志を同じくする仲間がお互いに

交流し学びあい勇気づけられ、また、明日からそれぞれのクラ

ブで頑張ろう！と想いを新たにする会であるべきでしょう。

　交流や宴会も良いですが、もっともっと日常活動や奉仕活動

を充実させ若い会員を得る努力をする必要があるのは大野西日

本区理事も当日の挨拶でおっしゃっていましたが、名古屋クラ

ブだけでなく多くの他の日本のワイズメンズクラブでも同じで

す。併せて行われたＤＢＣ・ＩＢＣとの交流もお互いのクラブ

活動に学ぶとか、もっと出来ることがあるのではないか考えて

みるべきかもしれません。実は７０周年記念事業はまだ終わっ

ていません。開校したばかりの日本語学校への支援は今後も続

けてゆかなくてはならないと思います。新しいメンバーにもど

んどん参加していただき楽しく学びと実りの多い奉仕活動をし

てゆきたいものです。

７０周年記念例会を終えて

　渡　辺　真　悟

会　　長　谷川　修

副 会 長　常川　鬼頭

書 　 記　川本　鈴木（貞）　

会　　計　塩田　川口　
ブリテン　久保田　伊左治　川口　平野

5 月例会プログラム

と　き：2018年 5月 8日㈫ 7：00p.m.〜 8：30p.m.
ところ：名古屋YMCA
　	 	 	 	 司　会　塩田　保君
開会宣言　	 　　　  	 	 会　長　谷川　修君
ワイズソング
聖書朗読・祈祷	 	 小尾雅彦君	
食　事	
プログラム
　　卓話　「人生泣き笑い、よもやま話
　　　　　�～ YMCAに始まり、今の司会、朗読講

座の講師時代を通じて～」�近藤よし恵氏
諸報告
ハッピーバースデイ
ドライバースピーチ	 	 鈴木　学君
YMCAの歌
閉会宣言　	 　　　  　　　　会　長　谷川　修君

6月号　原稿担当者
巻頭言　谷川　修君　　第一例会レポート　小尾雅彦君



(2)

役職 氏名 役職 氏名 役職 氏名
会長 深 谷　 聡 ファンド 塩 田　 保 幹事 尾 関　 明
副会長 平 野 実 郎 〃 川 口　 恵 〃 木 本 精 之 助
書記 鈴 木 貞 祥 交流 鈴 木　 学 メネット連絡員 深 谷　 聡
〃 川 本 龍 資 〃 谷 川　 修 連絡主事 広 瀬 謙 一
会計 川 口　 恵 〃 西 村　 清 メール委員 川 本 龍 資
〃 塩 田　 保 〃 相 馬 静 香 〃 鈴 木 貞 祥

ＥＭＣ 河 部　 薫 ブリテン 平 野 実 郎 直前会長 谷 川　 修
〃 中 村　 隆 〃 久 保 田 啓 HP担当 鈴 木 貞 祥
〃 谷 川　 修 〃 伊 左 治 正 文 〃 可 知　 将

Ｙサ・ユース 義 井 裕 子 クラブサービス 渡 辺 真 悟 〃 平 野 実 郎

〃 可 知　 将 〃 常 川 晴 生 中部国際・交流事業
主査 谷 川　 修

地域奉仕・環境 小 尾 雅 彦 〃 鈴 木 貞 祥
〃 鬼 頭 栄 子 文献保存 木 本 精 之 助
〃 谷 川　 修 〃 久 保 田　 啓

〃 尾 関　 明

２０１８－２０１９年度　名古屋クラブ役員（案）

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：2018 年 4月 10日（火）　ＰＭ 7：00～ 8：30

ところ：名古屋YMCA

　冒頭、谷川会長、渡辺実行委員長より３月３～４日の７０

周年記念例会が１３３名の参加者を得て無事に終了したこと

に感謝の辞が述べられました。

　今月の卓話は、特定ＮＰＯ法人「からし種」の佐藤康光さ

んをお招きし“生活困窮者支援から見た子どもの貧困”と題

して、その現場の厳しい実態と多岐にわたる支援活動につい

てお話を頂きました。

　「からし種」は２０１０年に佐藤さんと由美夫人が、行き

場も頼るところが無い困窮者の相談支援のために設立された

「からし種の家」からスタートされ、その後、困窮者の直面

する色々な困難や悩みに手を差し伸べて、そのニーズに対応

して支援の手を広げられ、現在は数か所のグループホーム（共

同生活支援）や勤労支援、交流の場、入浴や食事の場の提供

などの活動をされています。困窮者の悲惨な状況は我々の想

像を超えていて、ご自身も最初の頃は食事を共にするにもた

めらいを感じたなど、そのご苦労の数々を紹介して頂きまし

た。これらの幅広い活動の為の費用に対して収入は中々追い

付かず、毎年赤字を重ねながらも活動を続けてこられ、その

ご苦労を思うと佐藤ご夫妻と「からし種」の皆さんの日々の

お働きに真に頭が下がる思いです。今春漸く名古屋市から認

定ＮＰＯ法人の資格認定を獲得され、寄付金に対する税制上

の優遇措置等の公的支援を得られました。但しその認定を今

後も継続する為には、絶対基準値として年間３０００円以上

の寄付者が１００名以上あることが条件とのことです。これ

は人数の確保が必要なので、私達も友人に紹介する等の支援

をして行きたいと思いました。

（塩田　保）

第一例会卓話紹介

近藤よし恵氏

名古屋ＹＭＣＡ「話し方、朗読、マナー」講座の講師　
元名古屋ＹＭＣＡスタッフで、現在は、ＮＨＫ文化センターの朗読講座の講師のほか
愛知県民生委員大会の司会を長年務めるなど　多方面にわたってご活躍されています。
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ＣＳ事業（潮干狩り）開催告知 と　き　：　2018 年 6月 30日（土）

ところ　：　矢梨海岸

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：2017 年 4月 17日（火）19：30～ 20：30

ところ：河部薫メン自宅 ３Ｆ会議室

１．５月例会のメインプログラム（卓話者）の件

　　・�近藤よし恵氏（YMCA の「話し方、朗読、マナー」

講座講師）

　　　テーマ：「人生泣き笑い、よもやま話

　　　　　　　�～ＹＭＣＡに始まり、今の司会、朗読講座の

講師時代を通じて～」

２．次期の主題、方針、年間計画（次期会長：深谷聡メン）

　・主題：「クラブライフで平和を広めよう！」

　・�主題に相応しく、メンバー間において宗教・民族・性別

などの垣根を取り払った「参加し易く楽しい例会作り」

に心掛けたい。友人や家族が気軽に参加し、友好の場を

広げＥＭＣにつなげたい。更に分科会（ゴルフや音楽な

ど）を組織し、メンバーが楽しむ事で「心に平安」を得、

力をつけて世界平和に結びつけたい。

　・具体的なプログラムは追って提案する。

３．次期の体制の追加（委員）

　・�ワイズ起こし運動委員：名古屋クラブ EMC担当と兼ね

て、谷川君・河部君の選出を決定した。

４．地域奉仕（ＣＳ）事業：潮干狩りについて

　・日程：６月 30日 ( 土 )

　・場所：�矢梨海岸 (これまで使っていた乙方海岸に隣接す

る名古屋よりの地 )

　・招待：�南山寮の子どもたち（送迎手段さえ確保できれば

　昨年以上の参加が見込める）

　　※�審議の結果、メンバーの家族にも積極的に参加要請

をすることを決定。又、開校した日本語学院の留学生

も一緒に招き、交流の場としてはどうかとの意見があ

り賛同を得たため、日本語学院に打診することを決定

した（打診は川本が実施）。

　　※具体的な準備については、５月以降順次開始をする。

５．名古屋ＹＭＣＡ全体行事（会員活動プログラム）について

　・�今年度、名古屋ＹＭＣＡの会員活動プログラム（チャリ

ランなど）は、各々に委員会を設置し会員主導で実行し

ていく事が名古屋ＹＭＣＡの方針。各プログラムの実行

委員会発足後に、広く委員を呼びかける予定（５月目処）。

クラブメンバーにも声をかけ、Ｙとのつながり強化を目

指したい。

６．西日本区及び中部の行事から

　・５月 20日 ( 土 )　中部 EMCシンポジウム　　評議会

　・６月９日 (土)～ 10日 (日)第 21回西日本区大会 (神戸 )

　　�800 名目標のところ登録者は 677 名参加アピールをと

の要請あり。

７．会員異動について

　・�退会の意向を示されているメンバーについてのフォロー

については、谷川会長（本日欠席）主導で動いてもらう

事を確認した。

　・�功労会員の定義を今期役員にて検討し、５月例会に提案

する。

８．その他

　 ・�第73回国際大会(韓国：麗水)の募集要項が配布された。

個人ベースでの申込みとなる。

　・�空港（インチョン、プサン）からの移動手段が、相当ハー

ドである旨の参考意見があった

（川本龍資）

リーダーシップ無くしてリーダーに非ず！クラブ、部、区、あらゆる機会に学びの場が存在します。その機会を学びと捉え

るか否かがリーダーの資質の違いです。全てを有意義に捉えリーダーシップを身に着けて下さい。

船木順司 ワイズリーダーシップ開発委員長（京都トップス）

西日本区強調月間リスト　5 月　LT
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　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ

月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方

は7月、10月、1月、4月に納入して下さい）

ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

YMCA ニュース

名古屋ＹＭＣＡ会員活動参加プログラム

・	中学生バスケットボール大会	 8/2（木）～ 8/13（月）

・	チャリティラン	 11/3（土）

・	チャリティゴルフ	 未定

・	クリスマスカードコンテスト表彰式	 12/15（土）

・	クリスマスキャロル	 12/23（日）

・	南山バザー	 10/28（日）　9/29（土）

・	ＹＭＣＡ大会	 未定

『はっきり言っておく。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、
一粒のままである。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。』

ヨハネによる福音書１2 章 24 節
西　村　　清

　聖書で、イエス・キリストが大切な言葉を伝える時、「は

っきり言っておく」という言葉をはさみます。ギリシャ語

聖書原典では「アーメン、アーメン」と２回繰り返します。

「本当に、本当に」という意味です。そのてんで、この箇

所はとても大切な言葉、真理として伝えられているのです。

麦の種を田んぼに蒔きますと、その種から芽が出て、成長

し、その先に多くの実をつけます。そして蒔いた種は腐っ

てしまいます。ジャガイモも半分に切って、その切り口に

わらばいをぬって地面に埋め、上から土をかけておくと、

そこから芽が出て、地中に多くのジャガイモが実りますが、

植えたジャガイモの種は腐ってしまいます。

　私たち名古屋ワイズメンズクラブは先日創立７０周年の

記念の例会を開きました。ＤＢＣの和歌山紀の川、熱海グ

ローリの両クラブ、IBC の聖岩クラブから多くのメンバ

ーが参加して下さいました。また西日本区、東日本区のメ

ンバーも参加してくださり、総勢１３０名余名の方々を迎

えての盛り上がった例会・記念会になったことをうれしく、

また感謝しました。

　考えてみますと、７０年前に先輩が始めてくださり、い

ろいろなご苦労があったでしょうが、YMCAのスタッフ

と共に、また助けをかりて成長し、今日の名古屋ワイズメ

ンズクラブがあると言えます。その先輩も多く、既にこの

世の地上での生涯を終え、天国に迎えられました。このよ

うな先輩を覚え、深い感謝の念をきんじえません。この先

輩たちが蒔いた種が、今豊かに実のっていると言えます。

今度は私たちが１００年に向けて、さらに良い種を蒔いて、

豊かに実のりを迎えられるように努力し、名古屋ワイズメ

ンズクラブが充実したクラブとしてさらなる発展を遂げて

いければと願うものです。

　今月の例会は連休明けになります。お疲れの方も多くお

られましょうが、5月の例会を盛り上げて、ますます名古

屋クラブが成長していけるようになればと思います。

メン　
　　5月	 7 日	 谷川　修君　　
	 24 日	 義井裕子さん
	 30 日	 鈴木　学君
	 31 日	 常川晴生君

メネット
　　5月 24日　西村牧子さん 5月 5日	

　　　尾関　明君・静枝さん夫妻


